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 【大学間協定留学】 留学報告書  
記入日:2023 年 1 月 25 日 

 

所属学部/研究科･学科/専攻 商学部      

留学先国 大韓民国      

留学先高等教育機関名 

(和文及び現地言語) 

和文: 高麗大学      

現地言語: 고려대학교 

留学期間 2022 年 1     月~2023 年 1     月 

留学した時の学年 3     年生(渡航した時の学年) 

留学先での学年      年生(留学先大学で在籍した学年) 

留学先での所属学部等 
      

特定の学部等に所属しなかった｡ 

帰国年月日 2023 年 1 月 20 日 

明治大学卒業予定年 2023 年 3     月 

留 学 先 大 学 に つ い て  

形態 国立 公立  私立  その他 

学年暦 
1 学期:3 月〜6 月中旬 2 学期:9 月〜12 月下旬 3 学期:      4 学期:      

(記入例/1 学期:4 月上旬~7 月下旬, 2 学期:9 月中旬~2 月上旬) 

学生数 約 38,000      

創立年 1905 

 

留学費用項目 現地通貨 

 (won) 

円 備考 

授業料            円 交換留学のため明治大学に納付 

宿舎費 約 600 万  約 60 万円 1 年間+夏休み 2 ヶ月冬休み 1 ヶ月      

食費 約 1000 万 約 100 万円 1 日 2 食外食      

図書費 約 20 万  約 2 万円 教科書･ﾉｰﾄ 

学用品費 0 0 円 日本から持っていった 

携帯･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ費 約 40 万 約 4 万円       

現地交通費 約 40 万 約 4 万円      ( 大学まで徒歩･自転車) 

教養娯楽費            円       

被服費 約 100 万 約 10 万円       

医療費 約 10 万 約 1 万円       

保険費 約 170 万 約 17 万円 形態:交換留学生加入必須      

渡航旅費 約 250 万 約 25 万円 ﾁｪｼﾞｭ島 6 回､釜山旅行 1 回 

ﾋﾞｻﾞ申請費 0 0 円       

雑費            円       

その他            円       

その他            円       

合計 2230 223 万円       
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渡航関連 

渡航経路 

往路 出発地:成田 目的地:仁川 経由地:      

復路 出発地:仁川 目的地:成田 経由地:      

渡航費用  

①往復ﾁｹｯﾄを購入した場合 

航空会社:      

料金:      

②片道ずつﾁｹｯﾄを購入した場合 

往路 航空会社:大韓航空      料金:4 万円 

復路 航空会社:JINair 料金:3 万円   ∴合計:7 万円 

航空券購入方法 

旅行代理店(店名:     ) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ(ｻｲﾄ名:各社 HP     ) その他(     ) 

滞在形態関連 

1)種類(留学中の滞在先)(例:ｱﾊﾟｰﾄ,大学の宿舎など) 

学生寮(寮の名前:Anam International House)   ｱﾊﾟｰﾄ ﾎｰﾑｽﾃｲ 

2)部屋の形態 

個室 相部屋(同居人数 1) 

3)共有部分 

ﾊﾞｽ  ﾄｲﾚ ｷｯﾁﾝ( 自炊可 自炊不可)  

4)住居を探した方法: 

高麗大学からのﾒｰﾙ      

5)感想:(滞在先の感想とこれから留学する人のためのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ) 

ﾙｰﾑﾒｲﾄとｼｬﾜｰ･ﾄｲﾚを共有します｡設備は新しいためきれいでした｡各階の共有部分にｳｫｰﾀｰｻｰﾊﾞｰがあるので便利でし

た｡ 

現地情報 

1)留学期間中,病気やｹｶﾞをしましたか｡した場合,どこで治療を受けましたか｡(例:現地の病院,学内の診療所) 

なし 

あり (治療を受けた場所:現地の病院) 

2)留学期間中,学内外で問題はありましたか｡あった場合,誰に相談しましたか｡ 

(例:留学先大学の相談窓口,現地の友人等) 

なし 

あり (問題の内容や相談した人等:     ) 

3)現地の危険地域情報をどのように収集し,どのような防犯対策をしましたか｡また,実際に盗難等を含む犯罪に巻き込

まれたことはありますか?その際どのように対処しましたか? 

友人からの情報､犯罪に巻き込まれたことはありませんでした｡ 

4)携帯電話や,ｲﾝﾀｰﾈｯﾄについて,現地での利用･接続はいかがでしたか｡ 

(例:寮のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続が不安定で 1 週間に 1 度は全く繋がらない時がある｡街にあるほとんどのｶﾌｪでは WIFI 接続が可

能であったので,寮で使用できない時はｶﾌｪに行った｡) 

Korea info で SIM を契約しました｡ﾃﾞｰﾀ無制限であったため基本的に接続に困ることはありませんでした｡大学には大学

の Wi-Fi､寮の各部屋にも Wi-Fi があった t めｲﾝﾀｰﾈｯﾄに困ることはほとんどありませんでした｡ 

5)現地での資金調達はどのように行いましたか?(例:現地に銀行口座を開設して日本の親から送金してもらった｡銀行

口座は現地で外国人登録をしないと開設できない｡また,ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞも併用していた｡) 

以前旅行で換金していたwonがあったので最初の方はそのお金を使っていました｡銀行口座開設後は送金をしてもらっ

ていました｡ 

6)現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えて下さい｡ 

特になし 

7)【授業料負担型の方】授業料の支払方法,支払時期等について教えてください｡(例:渡航前に自分で指定したｸﾚｼﾞｯﾄｶｰ

ﾄﾞで支払った,現地で開設した銀行のﾁｪｯｸで支払った｡) 
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学習･研究活動についてのﾚﾎﾟｰﾄ(履修した科目ごとに記入してください) 

1)留学先で取得した単位数合計 
本学で認定された単位数合計 

※該当項目にﾁｪｯｸのうえ,記入して下さい｡ 

27 単位 
     単位 

単位認定の申請はしません(理由:     ) 

2)履修登録の時期･方法及び履修制限  

  出発前  出発後 

  派遣先大学の事務室  ｵﾝﾗｲﾝ  ﾒｰﾙ  その他(     ) 

  ･履修の制限はありましたか?       

3)以下は留学先で履修した科目についてのﾚﾎﾟｰﾄです｡今後留学をする人たちへのｱﾄﾞﾊﾞｲｽも含めてお書き下さい｡記入

ｽﾍﾟｰｽが足りない場合は,A4 用紙で別途作成し,添付してください｡ 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

기업가치평가 企業価値評価      

科目設置学部･研究科 経営      

履修期間 春学期 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 ｵﾝﾗｲﾝ講義     (ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ,講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 75 分が 2 回 

担当教授 유용근 

授業内容       

試験･課題など 中間･期末試験がありました｡ｺﾛﾅの影響でどちらともｵﾝﾗｲﾝ試験でした｡      

感想を自由記入 会計に詳しく無いので大変でした｡私のような会計に詳しく無い人は会計基礎から受

けることをおすすめします｡ss 

 

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Tecnological Innovation Managenet: A Pre-requisite for 

Successful Entrepreneurship 

技術革新      

科目設置学部･研究科 経営      

履修期間 春学期 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 ｵﾝﾗｲﾝ     (ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ,講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 75 分が 2 回 

担当教授 Se-Joon Hong  

授業内容       

試験･課題など 個人課題 1 つ､期末ｸﾞﾙｰﾌﾟ課題 1 つ 

感想を自由記入 ｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな企業についてｸﾞﾙｰﾌﾟで発表する課題の過程で各企業が挑戦しているｲﾉﾍﾞｰ

ｼｮﾝについて学ぶことができ興味深かったです｡ 
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履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Negotiation ﾋﾞｼﾞﾈｽ交渉      

科目設置学部･研究科 経営 

履修期間 春学期 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 ｵﾝﾗｲﾝ(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ,講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 75 分が 2 回 

担当教授 Tai Gyu Kim 

授業内容       

試験･課題など 毎週教授の決めるﾗﾝﾀﾞﾑな相手と交渉をします｡毎週交渉準備が課題として出され､中

間期末はｴｯｾｲを書くことが試験代替課題として出されました｡ 

感想を自由記入 最初はとても難しかったけど回数をふむごとに交渉が楽しくなりました｡ 

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

            

科目設置学部･研究科       

履修期間       

単位数       

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態      (ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ,講義形式等) 

授業時間数 1 週間に     分が     回 

担当教授       

授業内容       

試験･課題など       

感想を自由記入       

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

벤처 경영  ﾍﾞﾝﾁｬｰ経営 

科目設置学部･研究科 経営 

履修期間 春学期 

単位数 3      

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 対面講義(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ,講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 150 分が 1 回 

担当教授 박진규 

授業内容       

試験･課題など 中間は企業分析の課題が試験の代替としてでました｡期末は､自分達が擬似起業をし､そ

れのﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾋﾟｯﾁをするｸﾞﾙｰﾌﾟ課題でした｡ 

感想を自由記入 元々ﾍﾞﾝﾁｬｰ業界に興味があったのでとても面白い授業でした｡外部講師の講義もとて

もためになりました｡     
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履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

창업가의 마인드셋  起業家のﾏｲﾝﾄﾞｾｯﾄ      

科目設置学部･研究科 経営 

履修期間 秋楽器 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 対面講義     (ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ,講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 75     分が 2 回 

担当教授 김진영  

授業内容       

試験･課題など 中間はﾍﾟｰﾊﾟｰ､期末はｸﾞﾙｰﾌﾟ課題でした｡期末は､自分達の興味のあるﾍﾞﾝﾁｬｰ企業がどの

様な理論を用いて成長してきたのかについて発表をしました｡      

感想を自由記入 中間試験後から毎週ｸﾞｰｸﾞﾙﾌｫｰﾑを用いた課題が､自分について知れる時間としても使

える時間であり有意義な講義であったと感じました｡      

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Strategic Management       経営戦略 

科目設置学部･研究科 経営 

履修期間 秋楽器 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 対面講義(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ,講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 75 分が 2 回 

担当教授 김진영  

授業内容       

試験･課題など 中間は個人のﾋﾟｯﾁ､期末はｸﾞﾙｰﾌﾟ課題でした｡中間のﾋﾟｯﾁは現在企業が直面している危

機について発表をし､期末は中間で選ばれた人の解決案を提案するという内容でした｡ 

感想を自由記入 起業家のﾏｲﾝﾄﾞｾｯﾄと教授が同じであったため講義内容が被る部分が多少ありましたが

とても有益な講義でした｡      

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

마케팅원론  ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論 

科目設置学部･研究科 経営 

履修期間 秋学期 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 対面授業とｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞの並行授業(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ,講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 75 分が 2 回 

担当教授 박찬수 

授業内容       

試験･課題など 試験はない授業でした｡毎週ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの理論について決められたﾊﾟｰﾄﾅｰと討論をし､そ

の日誌を提出することで試験の代替としていました｡またｸﾞﾙｰﾌﾟで 1 ヶ月以内のﾆｭｰｽ

にﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ理論を反映して発表するｸﾞﾙｰﾌﾟ課題がありました｡ 

感想を自由記入 毎週討論をするのでﾊﾟｰﾄﾅｰが誰になるかが重要になると感じました｡ 

 

  



International Student Center, Meiji University 

 6 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Business English ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語      

科目設置学部･研究科       

履修期間 秋学期      

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 対面講義     (ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ,講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 75 分が 2 回 

担当教授 Peter Sylvestre 

授業内容       

試験･課題など 定期試験はありませんが､ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ課題が 2 回､ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ･擬似面接､ｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾟﾚ

ｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝがありました｡      

感想を自由記入 ﾋﾞｼﾞﾈｽにおいて必要となる実践的な英語を学ぶことができました｡      

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Venture Capital & Practice ﾍﾞﾝﾁｬｰ投資運営論 

科目設置学部･研究科 経営      

履修期間 秋学期      

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 対面授業(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ,講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 150 分が 1     回 

担当教授 Daniel Shin 

授業内容       

試験･課題など 定期試験はありませんでしたがｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝが 2 回ありました｡ 

感想を自由記入 自分の興味のある分野について学ぶことができました｡ 
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卒業後の進路について 
1) 進路 ※3 年生以下の方は今後の予定を記載してください(下記 2 以降は記入不要) 

就職   進学   未定   その他:      

2)進路決定の際に活用したｳｪﾌﾞｻｲﾄ,書籍,機関など 

      

3)就職を選択した方は,差し支えなければ内定先を教えて下さい｡また,その企業を選んだ理由も教えて下さい｡(内定を

得た企業すべての名前,あるいは入社すると決定した企業の名前のみでも構いません) 

※就職活動をこれから始める場合は,差し支えなければ現時点で希望する業界,職種等を教えて下さい｡  

      

4)就職活動中･終了に関わらず,就職活動について感想･ｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします｡ 

(例:留学中の就職活動へ向けた準備,帰国後に就職活動を始めるにあたり注意すること等｡就職活動を不安に思い ,留学

を断念する方もいます｡ご自身の経験を踏まえてｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします｡) 

※就職活動をこれから始める場合は,留学経験を通して就職活動に対する意識や希望する就職先の変化等を教えてくだ

さい｡ 

      

5)進学を選択した方は,差し支えなければ進学先を教えて下さい｡ 

      

6)進学を志す留学希望者に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽ(準備,試験対策等)をお願いします｡ 

       

7) その他を選択した方は,その進路を選択した理由と,留学希望者に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします｡ 

      

 

留学に関するﾀｲﾑﾁｬｰﾄ 

留学するまでの準備,試験勉強,留学中,留学後,特に留学に関連して発生した事項を記入して 

ください｡例:語学試験の勉強,選考,出願,ﾋﾞｻﾞ申請･取得,航空券購入,予防接種,滞在先の確保,留学中の中間試験,期末試験,そ

の他ｲﾍﾞﾝﾄ等 

留学開始年の前年 

1 月~3 月       

4 月~7 月       

8 月~9 月 面接･交換留学生としての派遣決定      

10 月~12 月 ﾋﾞｻﾞ申請 

留学開始年 

1 月~3 月 渡韓､履修登録､3 月から授業開始 

4 月~7 月 4 月中旬に中間試験､6 月中旬に期末試験 

8 月~9 月 夏休み･9 月から後期授業開始      

10 月~12 月 10 月中旬中間試験､12 月期末試験 

留学/帰国年 

1 月~3 月 帰国 

4 月~7 月       

8 月~9 月       

10 月~12 月       
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留学体験記 

この留学先を選んだ理由,留学生活全般について,留学を志す後輩学生へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽなどを自由に記入してください｡ 

 

授業面について､私の受講する授業の中に文系科目にも関わらず理系のｷｬﾝﾊﾟｽで講義が行われ､前の授業

から移動に 20 分ほどかかるものがあることが発覚し､前の授業の履修を諦めなければならないという事態

が起こりました｡今後高麗大学に留学する学生は､履修登録時点で希望科目がどの建物で開講されるのか､

その建物はどこにあるのかを確認しておくことをお勧めします｡ 

生活面について､韓国での友人の作り方に関してですが､外国人の友達を作るためには積極性が必要である

と感じました｡私は､せっかく海外に来たのだから日本人と過ごすよりかは留学生､もしくは韓国の学生と

過ごしたいと考えていました｡私は高麗大学の外国人寮に滞在しており､ｷｯﾁﾝが共有ｽﾍﾟｰｽでしたが､自分

から声をかけない限り誰とも会話をすることはなかったため､友人を作りたいのならば自分から先に話し

かけることが大事だと感じました｡英語やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに自信がない場合最初は不安に感じるかもしれませ

んが､相手も自分と同様に他の国から来た留学生で境遇が同じであり､友達を作りたいと考えている人が多

いため､恐れずに声をかけることをお勧めします｡また､韓国人の友人に関して正直授業を通して韓国人の

友人を作ることは難しいなと感じたため､韓国人の友人を作りたい方は､毎学期 KUBA 主催で行われる ISF

という行事の日本ﾌﾞｰｽの運営に参加することをお勧めします｡運営に参加することで､日本に興味のある韓

国人学生と話す機会が増え､私の場合その人たちから友達を紹介してもらう形で韓国人の友人を増やすこ

とができました｡ 

 


